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一　

は
じ
め
に

　

十
巻
章
と
は
、
弘
法
大
師
の
著
作
で
あ
る
『
弁
顕
密
二
教
論
』
二
巻
、『
即
身
成
仏
義
』
一
巻
、『
声
字
実
相
義
』
一
巻
、『
吽
字
義
』

一
巻
、『
秘
蔵
宝
鑰
』
三
巻
、『
般
若
心
経
秘
鍵
』
一
巻
に
、『
発
菩
提
心
論
』
一
巻
を
加
え
た
も
の
の
総
称
で
あ
る
。
こ
の
十
巻
章
は
、『
釈

摩
訶
衍
論
』
や
『
大
日
経
疏
』（
口
疏
）
と
と
も
に
、真
言
教
相
の
書
と
位
置
づ
け
ら
れ
、初
学
者
は
必
ず
学
ぶ
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。

初
学
者
は
、
ま
ず
師
に
従
い
十
巻
章
の
素
読
の
訓
練
を
受
け（

（
（

、
そ
の
上
で
内
容
理
解
に
入
る
こ
と
を
習
い
と
し
て
き
た
。
た
だ
し
十
巻
章

の
中
で
も
、
事
相
に
深
く
関
わ
る
記
事
に
つ
い
て
は
「
不
読
段
」
と
呼
び
、
初
学
者
（
特
に
未
灌
頂
の
者
）
に
よ
る
講
読
、
時
に
は
素
読

す
ら
も
禁
じ
ら
れ
た
。

　

不
読
段
は
、『
弁
顕
密
二
教
論
』『
即
身
成
仏
義
』『
秘
蔵
宝
鑰
』『
発
菩
提
心
論
』
に
含
ま
れ
て
い
る（

（
（

。
不
読
段
が
設
け
ら
れ
た
理
由
は

必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
事
教
双
修
の
も
と
、
真
言
密
教
を
誤
り
な
く
伝
承
す
る
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

江
戸
時
代
ま
で
は
、
十
巻
章
中
の
不
読
段
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
註
釈
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
以
降
、
十

巻
章
に
関
す
る
書
籍
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
不
読
段
の
訓
読
・
現
代
語
訳
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の

十
巻
章
の
不
読
段
に
関
す
る
一
考
察

	

―
近
現
代
の
学
匠
・
著
作
を
中
心
に
―

佐
　
々
　
木
　
大
　
樹
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中
で
、
不
読
段
と
断
っ
た
上
で
、
必
要
最
低
限
の
註
釈
・
解
説
を
行
う
形
が
徐
々
に
定
着
し
て
い
っ
た
。
昨
今
で
は
、
不
読
段
の
註
釈
や

講
義
が
自
由
に
な
さ
れ（

（
（

、
不
読
段
の
伝
統
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
稀
に
な
っ
た
と
の
印
象
を
受
け
る
。

　

不
読
段
の
伝
統
は
、
そ
の
意
義
等
が
十
分
に
検
証
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
時
代
の
趨
勢
に
お
さ
れ
、
世
に
開
示
さ
れ
た
の
が
実
際
で
あ
ろ
う
。

不
読
段
は
、
真
言
密
教
の
核
心
、
そ
の
継
承
に
深
く
関
わ
る
事
項
で
あ
り
、
そ
の
意
義
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
真
言
教
学
を
再
考
す
る
上

で
重
要
と
思
わ
れ
る
。

　

本
論
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
明
治
～
昭
和
に
刊
行
さ
れ
た
十
巻
章
の
解
説
書
を
精
査
し
、
近
現
代
の
学
匠
が
、
い
か

に
不
読
段
の
伝
統
を
受
け
と
め
、
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
検
証
を
通
じ
て
、
明
治
以

降
、
い
つ
頃
か
ら
不
読
段
の
伝
統
が
希
薄
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
を
辿
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
十
巻
章
に
お
け
る
不
読
段

の
位
置
を
確
認
し
て
ゆ
き
た
い
。

二　

十
巻
章
に
お
け
る
不
読
段

　

今
回
、
筆
者
が
近
現
代
に
活
躍
し
た
諸
学
匠
の
著
作
を
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
十
巻
章
に
お
け
る
不
読
段
の
範
囲
は
一
様
で
は
な
く
、
広

略
等
の
異
同
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
不
読
段
の
伝
承
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
広
範
な
も
の
を
示
し
、
一
々
の
異

同
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い（

（
（

。

 

◎
『
弁
顕
密
二
教
論
』
下
巻

　

密
教
の
諸
経
軌
を
引
い
て
、
顕
教
に
対
す
る
密
教
の
優
位
性
を
示
す
一
段
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
即
身
成
仏
を
実
証
す
る
も
の
と
し

て
入
壇
灌
頂
の
事
作
法
に
言
及
す
る
。

　
【
弁
①
】
不
空
訳
『
金
剛
頂
瑜
伽
金
剛
薩
埵
五
秘
密
修
行
念
誦
儀
軌
』（
五
秘
密
儀
軌（

5
（

） 
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「
若
依
毘
盧
遮
那
佛
自
受
用
身
所
説
内
證
自
覺
聖
智
法
及
大
普
賢
金
剛
薩
埵
他
受
用
身
智
。
則
於
現
生
遇
逢
曼
荼
羅
阿
闍
梨
。
得
入

曼
荼
羅
。
爲
具
足
羯
磨
。
以
普
賢
三
摩
地
引
入
金
剛
薩
埵
入
其
身
中
。
由
加
持
威
徳
力
故
。
於
須
臾
頃
當
證
無
量
三
昧
耶
無
量
陀
羅

尼
門
。
以
不
思
議
法
能
變
易
弟
子
倶
生
我
執
種
子
。
應
時
集
得
身
中
一
大
阿
僧
祇
劫
所
集
福
徳
智
慧
則
爲
生
在
佛
家
。
纔
見
曼
荼
羅

則
種
金
剛
界
種
子
。
具
受
灌
頂
受
職
金
剛
名
號
。
從
此
已
後
受
得
廣
大
甚
深
不
思
議
法
。
超
越
二
乘
十
地（

6
（

」

　
【
弁
②
】
金
剛
智
訳
『
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』（
瑜
祇
経（

7
（

）

Ａ
「
金
剛
界
遍
照
如
來
以
五
智
所
成
四
種
法
身
。
於
本
有
金
剛
界
金
剛
心
殿
中
。
與
自
性
所
成
眷
屬
乃
至
微
細
法
身
祕
密
心
地
超
過

十
地
身
語
心
金
剛
等（

（
（

」

　
　

Ｂ
「
諸
地
菩
薩
無
有
能
見
倶
不
覺
知（

9
（

」

　
【
弁
③
】
不
空
訳
『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
證
法
門
』（
分
別
聖
位
経（

（（
（

） 

　
　
「
自
受
用
佛
從
心
流
出
無
量
菩
薩
皆
同
一
性
謂
金
剛
性
。
如
是
諸
佛
菩
薩
。
自
受
法
樂
故
各
説
自
證
三
密
門（

（（
（

」 

　
【
弁
④
】
不
空
訳
『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
證
法
門（

（（
（

』 

Ａ
「
亦
是
入
一
切
如
來
海
會
壇
受
菩
薩
職
位
。
超
過
三
界
受
佛
教
勅
三
摩
地
門
。
具
是
因
縁
頓
集
功
徳
廣
大
智
慧
。
於
無
上
菩
提
皆

不
退
轉
。
離
諸
天
魔
一
切
煩
惱
及
諸
罪
障
。
念
念
消
融
證
佛
四
種
身
。
謂
自
性
身
受
用
身
變
化
身
等
流
身
。
滿
足
五
智
三
十
七
等
不

共
佛
法
門（

（（
（

」 

Ｂ
「
自
受
用
佛
從
心
流
出
無
量
菩
薩
。
皆
同
一
性
謂
金
剛
性
。
對
遍
照
如
來
受
潅
頂
職
位
。
彼
等
菩
薩
各
説
三
密
門
。
以
獻
毘
盧
遮

那（
（（
（

及
一
切
如
來
。
便
請
加
持
教
勅
。
毘
盧
遮
那
佛
言
。
汝
等
將
來
於
無
量
世
界
。
爲
最
上
乘
者
令
得
現
生
世
出
世
間
悉
地
成
就
。
彼

諸
菩
薩
受
如
來
勅
已
。
頂
禮
佛
足
圍
繞
毘
盧
遮
那
佛
已
。
各
還
本
方
本
位
成
爲
五
輪
持
本
幖
幟
。
若
見
若
聞
若
入
輪
壇
。
能
斷
有
情
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五
趣
輪
轉
生
死
業
障
。
於
五
解
脱
輪
中
從
一
佛
至
一
佛
供
養
承
事
。
皆
令
獲
得
無
上
菩
提
成
決
定
性
。
猶
如
金
剛
不
可
沮
壞
。
此
即

毘
盧
遮
那
聖
衆
集
會
。
便
爲
現
證
窣
都
婆
塔
。
一
一
菩
薩
一
一
金
剛
各
住
本
三
昧
住
自
解
脱
。
皆
住
大
悲
願
力
廣
利
有
情
。
若
見
若

聞
悉
證
三
昧
。
功
徳
智
慧
頓
集
成
就
矣（

（（
（

」 

　
　

　
【
弁
⑤
】
金
剛
智
訳
『
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経（

（（
（

』 

「
一
時
薄
伽
梵
金
剛
界
遍
照
如
來
以
五
智
所
成
四
種
法
身
於
本
有
金
剛
界
自
在
大
三
昧
耶
自
覺
本
大
菩
提
心
普
賢
滿
月
不
壞
金
剛
光

明
心
殿
中
與
自
性
所
成
眷
屬
金
剛
手
等
十
六
大
菩
薩
。
及
四
攝
行
天
女
使
。
金
剛
内
外
八
供
養
金
剛
天
女
使
。
各
各
以
本
誓
加
持
自

住
金
剛
月
輪
持
本
三
摩
地
幖
幟
。
皆
以
微
細
法
身
祕
密
心
地
超
過
十
地
身
語
心
金
剛
各
於
五
智
光
明
峯
杵
。
出
現
五
億
倶
胝
微
細
金

剛
。
遍
滿
虚
空
法
界
。
諸
地
菩
薩
無
有
能
見
。
倶
不
覺
知
。
熾
然
光
明
自
在
威
力
常
於
三
世
不
壞
化
身
利
樂
有
情
無
時
暫
息
以
金
剛

自
性
光
明
遍
照
清
淨
不
壞
種
種
業
用
方
便
加
持
救
度
有
情
演
金
剛
乘
唯
一
金
剛
能
斷
煩
惱
以
此
甚
深
祕
密
心
地
普
賢
自
性
常
住
法
身

攝
諸
菩
薩
唯
此
佛
刹
盡
以
金
剛
自
性
清
淨
所
成
密
嚴
華
嚴
以
諸
大
悲
行
願
圓
滿
有
情
福
智
資
糧
之
所
成
就
以
五
智
光
照
常
住
三
世
無

有
暫
息
平
等
智
身（

（（
（

」 

◎
『
即
身
成
仏
義
』

　

即
身
成
仏
に
関
す
る
二
頌
八
句
の
う
ち
、「
三
密
加
持
速
疾
顕
」
に
つ
い
て
密
教
の
諸
経
軌
を
引
用
す
る
一
段
で
あ
り
、
灌
頂
等
の
事

作
法
に
言
及
す
る
。

　
【
即
①
】
不
空
訳
『
金
剛
頂
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
処
念
誦
成
仏
儀
軌
』（
一
字
頂
輪
王
儀
軌（

（（
（

） 

「
此
毘
盧
遮
那
佛
三
字
密
言
共
一
字
無
量
。
適
以
印
密
言
印
心
成
鏡
智
速
獲
菩
提
心
金
剛
堅
固
體
。
印
額
應
當
知
成
平
等
性
智
速
獲

灌
頂
地
福
聚
荘
嚴
身
。
密
語
印
口
時
成
妙
觀
察
智
即
能
轉
法
輪
得
佛
智
慧
身
。
誦
密
言
印
頂
成
成
所
作
智
證
佛
變
化
身
能
伏
難
調
者
。
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由
此
印
密
言
加
持
自
身
成
法
界
體
性
智
毘
盧
遮
那
佛
虚
空
法
界
身（

（（
（

」 
　
【
即
②
】
不
空
訳
『
成
就
妙
法
蓮
華
経
王
瑜
伽
観
智
儀
軌
』（
観
智
儀
軌（

（（
（

） 
「
入
法
身
眞
如
觀
一
縁
一
相
平
等
猶
如
虚
空
。
若
能
專
注
無
間
修
習
。
現
生
則
入
初
地
頓
集
一
大
阿
僧
祇
劫
福
智
資
糧
。
由
衆
多
如

來
所
加
持
故
。
乃
至
十
地
等
覺
妙
覺
具
薩
般
若
。
自
他
平
等
與
一
切
如
來
法
身
共
同
。
常
以
無
縁
大
悲
利
樂
無
邊
有
情
作
大
佛
事（

（（
（

」 

　
【
即
③
】
不
空
訳
『
金
剛
頂
瑜
伽
金
剛
薩
埵
五
秘
密
修
行
念
誦
儀
軌（

（（
（

』 

「
若
依
毘
盧
遮
那
佛
自
受
用
身
所
説
内
證
自
覺
聖
智
法
。
及
大
普
賢
金
剛
薩
埵
他
受
用
身
智
。
則
於
現
生
遇
逢
曼
荼
羅
阿
闍
梨
得
入

曼
荼
羅
。
爲
具
足
羯
磨
以
普
賢
三
摩
地
引
入
金
剛
薩
埵
入
其
身
中
。
籍
加
持
威
徳
力
故
。
於
須
臾
頃
當
證
無
量
三
昧
耶
無
量
陀
羅
尼

門
。
以
不
思
議
法
能
變
易
弟
子
倶
生
我
執
種
子
。
應
時
集
得
身
中
一
大
阿
僧
祇
劫
所
集
福
徳
智
慧
。
則
爲
生
在
佛
家
。
其
人
從
一
切

如
來
心
生
。
從
佛
口
生
。
從
佛
法
生
。
從
法
化
生
得
佛
法
財
。
法
財
者
謂
三
密
菩
提
心
教
法
纔
見
曼
荼
羅
能
須
臾
頃
淨
信
。
以
歡
喜

心
瞻
覩
故
。
則
於
阿
頼
耶
識
中
種
金
剛
界
種
子
具
受
灌
頂
受
職
金
剛
名
號
。
從
此
已
後
受
得
廣
大
甚
深
不
思
議
法
超
越
二
乘
十
地
。

此
大
金
剛
薩
埵
五
密
瑜
伽
法
門
。
於
四
時
行
住
坐
臥
四
威
儀
之
中
無
間
作
意
修
習
。
於
見
聞
覺
知
境
界
人
法
二
空
執
悉
皆
平
等
現
生

證
得
初
地
漸
次
昇
進
。
由
修
五
密
於
涅
槃
生
死
不
染
不
着
。
於
無
邊
五
趣
生
死
廣
作
利
樂
。
分
身
百
億
遊
諸
趣
中
。
成
就
有
情
令
證

金
剛
薩
埵
位（

（（
（

」 

　
【
即
④
】
不
空
訳
『
金
剛
頂
瑜
伽
金
剛
薩
埵
五
秘
密
修
行
念
誦
儀
軌（

（（
（

』 

　
　
「
三
密
金
剛
以
爲
増
上
縁
。
能
證
毘
盧
遮
那
三
身
果
位（

（（
（

」 
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◎
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』（
発
菩
提
心
論
）

　

三
摩
地
段
と
呼
ば
れ
る
箇
所
で
、
密
教
の
観
行
と
し
て
月
輪
観
・
金
剛
界
曼
荼
羅
・
阿
字
観
・
三
密
行
・
五
相
成
身
観
な
ど
の
事
相
に

言
及
す
る
。

　
【
菩
】

「
第
三
言
三
摩
地
者
。
眞
言
行
人
如
是
觀
已
云
何
能
證
無
上
菩
提
。
當
知
法
爾
應
住
普
賢
大
菩
提
心
。
一
切
衆
生
本
有
薩
埵
爲
貪
瞋

癡
煩
惱
之
所
縛
故
。
諸
佛
大
悲
以
善
巧
智
説
此
甚
深
祕
密
瑜
伽
。
令
修
行
者
於
内
心
中
觀
日
月
輪
。
由
作
此
觀
照
見
本
心
。
湛
然
清

淨
。
猶
如
滿
月
光
遍
虚
空
無
所
分
別
。　

…
（
中
略
）
…　

此
菩
提
心
能
包
藏
一
切
諸
佛
功
徳
法
故
。
若
修
證
出
現
則
爲
一
切
導
師
。

若
歸
本
則
是
密
嚴
國
土
。
不
起
于
座
能
成
一
切
事
。
讃
菩
提
心
曰 　

　

若
人
求
佛
慧　

通
達
菩
提
心　

父
母
所
生
身　

速
證
大
覺
位（

（（
（

」 

◎
『
秘
蔵
宝
鑰
』

　
『
発
菩
提
心
論
』
か
ら
の
引
用
で
あ
り
前
記
参
照
。

　
【
宝
】『
金
剛
頂
瑜
伽
中
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論（

（（
（

』 

　
　
「
又
龍
猛
菩
提
心
論
云
。
第
三
言
三
摩
地
者
。　

…
（
省
略
）
…（

（（
（
　

」 　

　

以
上
、
十
巻
章
中
の
不
読
段
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
諸
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
不
読
段
も
事
相
、
す
な
わ
ち
密
教

の
実
践
・
儀
礼
に
深
く
関
連
す
る
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
事
相
の
傾
向
に
つ
い
て
は
相
違
が
見
ら
れ
る
。

　
『
弁
顕
密
二
教
論
』
お
よ
び
『
即
身
成
仏
義
』
の
不
読
段
は
、
灌
頂
儀
礼
に
深
く
関
わ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
密
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教
の
経
軌
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
と
り
わ
け
『
五
秘
密
儀
軌
』（
弁
①
・
即
③
）、『
分
別
聖
位
経
』（
弁
③
④
）、『
瑜
祇
経
』（
弁
②
⑤
）

が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
『
発
菩
提
心
論
』
お
よ
び
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
不
読
段
で
は
、主
に
『
金
剛
頂
経
』『
大
日
経
』
に
も
と
づ
き
、

観
行
（
瑜
伽
行:

曼
荼
羅
諸
尊
を
観
想
す
る
観
想
法
）
に
特
化
し
て
い
る
。
経
軌
の
引
用
は
少
な
く
、
む
し
ろ
観
行
に
関
す
る
記
述
を
経

軌
か
ら
抜
き
出
し
、
簡
潔
に
再
構
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

近
現
代
の
学
匠
と
不
読
段

　

明
治
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
十
巻
章
の
解
説
書
等
は
数
多
い
が
、
不
読
段
に
言
及
す
る
学
匠
・
著
述
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い（

（（
（

。
以
下
、『
弁

顕
密
二
教
論
』『
即
身
成
仏
義
』『
発
菩
提
心
論
』『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
順
に
、
不
読
段
に
関
す
る
記
述
を
列
記
し
、
近
現
代
の
学
匠
が
い
か

に
不
読
段
を
受
け
と
め
た
の
か
を
確
認
し
て
ゆ
き
た
い
。
な
お
引
用
が
、
前
項
の
い
ず
れ
の
不
読
段
に
対
応
す
る
も
の
か
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
そ
の
冒
頭
に
略
号
【
弁
①
】
～
【
弁
⑤
】
や
【
即
①
】
～
【
即
④
】
等
を
付
し
た
。

◎
弁
顕
密
二
教
論

　
○
『
昭
和
新
纂　

国
訳
大
蔵
経
』
宗
典
部
第
二
巻
（
一
九
二
九
年（

（（
（

） 

【
弁
⑤
】「【
三
】　

以
下
の
文
は
眞
言
宗
に
て
は
普
通
に
「
不
読
」
と
し
て
未
灌
頂
の
者
に
は
素
読
す
ら
許
さ
ざ
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ば

高
野
山
の
宥
快
師
の
鈔
等
に
は
此
箇
処
の
注
釈
な
し
」（
六
〇
～
六
一
頁
、
註
三
）

○
高
井
觀
海
「
弁
顕
密
二
教
論
講
義
」（
一
九
三
四
年（

（（
（

） 

【
弁
①
】「
次
に
『
若
依
毘
盧
遮
那
乃
至
超
越
二
乗
十
地
』
と
言
う
一
段
は
前
述
顕
劣
に
対
し
て
密
勝
を
釈
す
る
一
段
で
あ
る
が
こ
の
文

は
事
相
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
教
相
の
談
に
は
こ
れ
を
講
読
し
な
い
事
と
な
っ
て
居
る
か
ら
、
今
も
こ
れ
に
対
す
る
説
明
を
略
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し
、
た
だ
単
に
前
述
の
如
く
こ
の
中
『
依
毘
盧
遮
那
仏
自
受
用
身
所
説
内
証
自
覚
聖
智
法
』
と
言
う
一
句
が
当
経
を
引
証
せ
ら
れ
た

目
的
で
あ
る
事
を
説
明
し
た
の
に
止
め
る
こ
と
と
す
る
」（
四
九
〇
頁
）

【
弁
②
③
】「
而
し
て
瑜
祇
経
並
に
聖
位
経
の
文
に
つ
い
て
は
、
密
教
の
内
容
を
顕
す
点
よ
り
す
れ
ば
、
種
々
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

も
の
で
あ
る
が
、
此
等
の
文
は
密
教
の
事
相
に
亘
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
於
い
て
実
相
を
履
修
し
た
人
で
な
い
と
そ
の
真
意

を
理
解
す
る
事
が
出
来
な
い
か
ら
古
来
こ
れ
を
不
読
段
と
称
し
て
教
相
の
時
は
解
釈
し
な
い
事
に
な
っ
て
居
る
か
ら
、
今
は
前
述
の

如
く
当
論
々
述
に
重
大
な
役
割
を
持
つ
文
だ
け
を
挙
げ
論
述
の
道
筋
を
示
す
に
止
め
た
次
第
で
あ
る
」（
四
九
三
頁
）

【
弁
④-

Ａ
】「
こ
の
一
段
の
文
に
、
宗
の
大
意
等
の
四
段
あ
る
こ
と
は
、
宗
祖
大
師
の
細
注
の
如
く
で
あ
る
。
そ
の
中
、
宗
の
大
意
を

明
す
一
段
は
初
め
に
前
述
の
如
く
、
真
言
密
教
の
教
体
が
法
身
所
説
の
法
門
で
あ
る
こ
と
を
明
し
、
次
に
行
者
に
約
し
て
頓
成
頓
悟

の
仏
地
の
三
摩
地
門
で
あ
る
こ
と
を
明
し
て
居
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
一
段
は
古
来
不
読
に
属
す
る
か
ら
、
そ
の
説
明
は
省
略
す
る
こ

と
と
す
る
。」（
四
九
八
頁
）

【
弁
④-

Ｂ
】「
…
而
し
て
此
の
一
段
は
自（
マ

相マ
（
に
渉
っ
て
こ
の
深
義
を
明
し
て
居
る
か
ら
、
そ
の
一
々
の
説
明
は
こ
れ
を
省
略
す
る
こ
と

と
す
る
」（
五
〇
〇
頁
）

【
弁
⑤
】「
即
ち
今
の
文
に
は
、
法
身
に
は
四
種
身
あ
る
こ
と
、
又
そ
の
住
処
、
眷
属
を
明
し
、
ま
た
こ
の
法
身
に
は
三
密
を
具
足
し
て

二
利
の
行
業
を
成
す
事
を
説
い
て
居
る
か
ら
、
こ
れ
に
依
っ
て
法
身
の
有
色
有
形
を
釈
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
こ
の

一
段
は
、
古
来
不
読
段
に
属
し
て
居
る
か
ら
、
一
々
の
釈
は
こ
れ
を
省
略
す
る
こ
と
と
す
る
」（
五
〇
八
頁
）

○
亀
井
宗
忠
『
国
訳
一
切
経
』
諸
宗
部
二
〇
（
一
九
三
七
年（

（（
（

） 

【
弁
①
】「
…
然
れ
ど
も
こ
の
一
段
は
、
密
教
の
事
相
に
亙
る
が
故
に
、
実
際
に
履
修
せ
し
人
に
非
ざ
れ
ば
、
そ
の
真
意
を
理
解
す
る
能

は
ざ
る
を
以
て
、
古
来
こ
れ
を
不
読
段
と
称
し
、
教
相
談
義
に
は
講
読
せ
ざ
る
を
例
と
す
る
が
故
に
、
今
も
こ
れ
に
対
す
る
解
釈
を

略
す
る
こ
と
と
す
る
。
要
問
の
者
は
講
伝
門
に
入
っ
て
学
ぶ
べ
し
」（
三
八
一
頁
、
註
四
三
）
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【
弁
②
③
】「
…
而
し
て
此
の
一
段
は
古
来
不
読
段
に
属
す
る
が
故
に
、以
上
に
止
め
て
一
々
の
釈
は
こ
れ
を
省
略
す
る
こ
と
と
す
る
」（
三

八
二
頁
、
註
四
六
）

【
弁
④
】「
…
こ
の
一
段
の
文
は
、
宗
の
大
意
等
の
四
段
あ
る
は
、
高
祖
の
細
註
に
依
っ
て
明
か
な
り
。
そ
の
中
、
初
の
宗
の
大
意
を
明

す
一
段
は
、
古
来
不
読
段
に
属
す
る
が
故
に
一
一
の
釈
は
こ
れ
を
略
す
る
こ
と
と
す
る
。」（
三
八
三
頁
、
註
五
〇
）

　
【
弁
⑤
】「
…
但
し
こ
の
一
段
は
、
古
来
不
読
段
に
属
す
る
が
故
に
、
一
一
の
釈
は
こ
れ
を
省
略
す
」（
三
八
五
頁
、
註
五
七
）

○
小
田
慈
舟
『
十
巻
章
講
説
』
下
巻
（
一
九
八
五
年（

（（
（

） 

【
弁
①
】「
引
証
の
文
は
初
め
に
顕
教
は
三
乗
一
乗
を
論
ぜ
ず
い
ず
れ
も
三
劫
成
仏
の
域
を
出
な
い
こ
と
を
説
き
、
次
に
「
若
依
毘
盧
遮

那
」
以
下
に
秘
教
の
頓
成
の
義
を
の
べ
て
い
る
。
こ
の
説
文
は
入
坦
灌
頂
の
事
作
法
に
関
す
る
故
に
事
相
の
領
域
と
し
て
教
相
談
義

に
は
こ
れ
が
講
授
を
省
略
す
る
の
が
高
野
山
の
古
来
の
伝
習
で
あ
る
。
故
に
宥
快
鈔
等
に
は
釈
を
欠
ぐ
。
し
か
し
頼
我
の
口
筆
下
第

二
、
等
空
の
裨
蒙
下
、
戒
定
の
註
釈
下
な
ど
、
南
山
の
学
者
以
外
の
先
徳
の
註
書
に
は
こ
れ
を
釈
し
て
い
る
」（
下
巻
、
六
八
七
～

六
八
八
頁
、
講
義
の
項
）

○
那
須
政
隆
『《
辯
顕
密
二
教
論
》
の
解
説
』（
一
九
八
七
年（

（（
（

）　 

【
弁
①
】「「
若
し
毘
盧
遮
那
仏
自
受
用
云
云
」　

こ
れ
か
ら
下
は
即
身
成
仏
の
実
際
の
作
法
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
、不
読
段
と
言
っ
て
、

普
通
の
公
開
講
演
に
は
講
読
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
今
も
そ
の
伝
統
的
法
規
に
従
っ
て
、
解
説
の
ペ
ン
を
中
止
す
る

の
外
な
い
が
、
た
だ
次
の
「
若
し
毘
盧
遮
那
仏
自
受
用
身
所
説
の
内
証
自
覚
聖
智
の
法
云
云
」
の
一
節
だ
け
、
簡
略
に
解
説
し
て
お

こ
う
」（
二
一
八
頁
、
解
説
の
項
）

「
以
下
は
不
読
段
で
あ
る
か
ら
省
略
す
る
が
、
一
般
の
人
で
秘
密
法
を
希
望
さ
れ
る
向
は
、
真
言
密
教
の
専
門
教
師
に
遇
う
て
、
指

導
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
」（
二
一
九
頁
、
大
意
の
項
）
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「
か
く
の
如
く
『
瑜
祇
経
』
の
文
も
、『
聖
位
経
』
の
文
も
、
共
に
法
身
仏
の
自
境
界
を
象
徴
的
に
表
現
し
た
秘
密
法
門
で
あ
る
か
ら
、

普
通
の
公
開
講
義
に
は
、
不
読
段
と
し
て
講
じ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」（
二
二
三
頁
、
解
説
・
大
意
の
項
）

【
弁
②
③
】「
か
く
の
如
く
『
瑜
祇
経
』
の
文
も
、『
聖
位
経
』
の
文
も
、
共
に
法
身
仏
の
自
境
界
を
象
徴
的
に
表
現
し
た
秘
密
法
門
で

あ
る
か
ら
、
普
通
の
公
開
講
義
に
は
、
不
読
段
と
し
て
講
じ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」（
二
二
二
～
二
二
三
頁
）

【
弁
④
】「
し
か
し
宗
祖
は
、
前
に
引
証
し
た
の
は
、
要
点
の
み
の
断
片
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
重
ね
て
具
文
を
引
い
て
、
法
身
自
内

証
法
門
の
内
容
を
悉
知
せ
し
む
る
と
共
に
顕
密
二
教
の
教
益
の
勝
劣
を
示
さ
ん
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
堕

（
マ
マ
）

っ
て
此
の
一
段
に
も
不

読
段
が
多
い
の
で
、
大
要
を
紹
介
す
る
程
度
に
と
ど
め
る
」（
二
二
七
頁
）

【
弁
④-

Ａ
】「「
亦
是
れ
一
切
如
来
の
海
会
」
よ
り
「
不
共
の
仏
の
法
門
を
満
足
す
」
ま
で
は
、
即
身
成
仏
の
境
地
に
入
住
す
る
具
体

的
作
法
を
説
く
一
段
に
し
て
、
真
言
門
の
大
秘
密
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
古
来
不
読
段
と
し
て
普
通
の
講
義
に
は
読
解
し
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
」（
二
二
七
頁
）

【
弁
④-

Ｂ
】「
次
に
「
自
受
用
仏
」
よ
り
「
功
徳
智
慧
頓
集
成
就
す
」
ま
で
は
、
宗
祖
の
註
解
に
依
れ
ば
、〝
自
性
身
の
説
法
及
び
得

益
を
説
く
〟
と
せ
ら
る
。
法
身
如
来
が
自
受
法
楽
の
た
め
に
自
眷
属
と
共
に
各
〔
お
の
お
の
〕
三
密
門
を
説
き
、
即
身
頓
成
の
曼
荼

羅
法
界
を
現
成
す
る
、
こ
れ
が
即
ち
真
言
門
の
秘
密
法
門
で
あ
る
。
此
の
一
段
も
不
読
段
で
あ
る
」（
二
二
九
頁
）

【
弁
⑤
】「
こ
の
経
文
も
古
来
不
読
段
に
な
っ
て
い
る
の
で
、詳
細
な
解
説
は
差
し
ひ
か
え
る
の
外
な
い
が
、引
証
の
経
文
は
、『
瑜
祇
経
』

の
最
初
の
謂
わ
ゆ
る
五
成
就
段
で
あ
る
」（
二
三
二
頁
）

◎
即
身
成
仏
義

○
高
井
觀
海
「
即
身
成
仏
義
講
義
」（
一
九
三
四
年（

（（
（

） 

【
即
①
～
④
】「
こ
の
三
密
加
持
速
疾
顕
の
実
際
的
修
法
は
密
教
の
所
謂
事
相
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
我
が
宗
祖
大
師
は
こ
れ
を
立
証
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す
る
に
以
下
四
箇
の
経
文
を
引
証
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
阿
闍
梨
の
口
伝
を
要
す
る
か
ら
教
相
顕
露
の
談
に
は
古
来
講
義
せ
ぬ
こ

と
に
成
っ
て
居
る
。」（
五
五
頁
、
講
説
の
項
）

○
吉
祥
真
雄
『
即
身
成
仏
義
講
説
』（
一
九
三
四
年（

（（
（

） 

【
即
③
】「『
五
秘
密
儀
軌
』
の
「
即
於
現
生
」
以
下
の
文
は
、
毘
盧
遮
那
自
受
用
身
自
内
証
の
法
を
説
か
れ
た
る
十
八
会
の
法
及
び
特

に
金
剛
薩
埵
の
他
受
用
身
の
三
昧
に
住
し
て
説
か
れ
た
る
五
秘
密
法
門
の
趣
旨
に
よ
り
て
説
述
せ
ら
れ
て
あ
る
か
ら
「
若
依
」
と
云

ふ
の
で
あ
る
。
此
の
一
段
は
灌
頂
作
法
な
ど
の
秘
密
に
亙
る
か
ら
、
普
通
の
講
義
に
は
解
釈
せ

（
マ
マ
）

な
い
の
で
あ
る
。」（
一
〇
九
頁
）

○
小
田
慈
舟
『
十
巻
章
講
説
』
上
（
一
九
八
四
年（

（（
（

） 

【
即
③
】「
五
秘
密
瑜
伽
儀
軌
の
今
の
引
文
は
弁
顕
密
二
教
論
下
に
も
引
く
が
、
高
野
山
で
は
教
相
不
読
段
と
称
し
て
こ
れ
を
講
じ
て
い

な
い
。
そ
の
理
由
は
入
坦
灌
頂
の
こ
と
を
明
か
す
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
即
身
義
の
末
註
書
の
中
頼
瑜
・
杲
宝
・
宥
快
等
の
諸
学
匠

の
鈔
物
に
は
註
釈
を
加
え
て
い
る
」（
上
巻
、
一
〇
九
～
一
一
〇
頁
、
講
義
の
項
）

○
那
須
政
隆
『《
即
身
成
仏
義
》
の
解
説
』（
一
九
八
〇
年（

（（
（

） 　

【
即
①
～
④
】「
そ
の
証
拠
の
経
文
が
以
下
に
四
箇
挙
げ
ら
れ
て
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
経
文
は
、
阿
闍
梨
（
師
範
）
の
伝
授
を
受
け
な
け

れ
ば
、
解
ら
な
い
点
が
あ
る
の
で
、
古
来
〈
不
読
段
〉
と
称
し
、
一
般
の
公
開
講
義
に
は
、
こ
の
部
分
を
省
略
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
度
は
種
種
の
方
が
読
者
と
な
っ
て
い
ら
れ
る
し
、
ま
た
筆
者
の
私
自
身
と
し
て
も
、
出
来
る
だ
け
丁
寧
に
講

義
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
不
読
段
と
言
わ
れ
て
い
る
部
分
も
、
一
往
解
説
す
る
こ
と
に
す
る
」（
一
二
七
頁
、
解
説
の
項
）
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◎
菩
提
心
論

○
吉
祥
真
雄
『
菩
提
心
論
講
義
』（
一
九
二
〇
年（

（（
（

） 
【
菩
】「
論
文
は
此
の
次
に
第
三
の
三
摩
地
菩
提
心
が
長
々
と
説
か
れ
て
あ
る
け
れ
ど
、
此
の
三
摩
地
の
段
は
秘
密
に
亘
る
か
ら
、
不
読

段
と
し
て
上
来
の
文
と
離
し
て
講
伝
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
る
。
今
日
で
は
聖
教
の
出
版
も
せ
ら
れ
、
事
相
上
の
こ
と
が
雑
誌
の
上

で
論
議
せ
ら
れ
る
程
だ
か
ら
、
不
読
段
だ
か
ら
と
て
憚
ら
な
い
で
も
よ
い
や
う
で
は
あ
る
が
、『
菩
提
心
論
』
の
講
義
と
云
へ
ば
、

是
れ
で
一
段
落
と
す
る
の
が
慣
例
と
な
っ
て
居
る
か
ら
、
今
も
こ
こ
で
擱
筆
に
し
て
お
か
う
。
三
摩
地
段
の
講
義
は
後
日
改
め
て
執

筆
し
た
い
と
思
う
て
居
る
」（
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁
）

○
神
林
隆
浄
『
菩
提
心
論
講
義
』（
一
九
二
三
年（

（（
（

） 

【
菩
】「
古
来
行
願
と
勝
義
と
の
二
章
は
教
相
な
り
と
し
て
、
何
人
も
講
ず
る
こ
と
を
得
れ
ど
も
、
独
り
三
摩
地
の
一
章
に
至
り
て
は
、

事
相
な
り
と
し
て
、
阿
闍
梨
の
伝
授
に
譲
り
、
猥
り
に
講
述
せ
ざ
る
を
例
と
す
。
今
は
講
述
の
次
で
に
、
三
摩
地
の
章
を
説
く
。
但

し
実
修
実
践
を
志
す
も
の
は
、
更
に
明
法
の
阿
闍
梨
に
付
て
、
口
伝
を
受
く
べ
し
」（
三
～
四
頁
）

○
『
昭
和
新
纂　

国
訳
大
蔵
経
』 

宗
典
部
第
二
巻
（
一
九
二
九
年（

（（
（

） 

【
菩
】「
以
下
は
三
摩
地
の
菩
提
心
を
釋
す　

此
釋
段
は
普
通
不
讀
と
し
て
未
灌
頂
の
人
は
讀
ま
ざ
る
こ
と
る
す(

（
マ
マ
）)

」（
七
八
頁
、

註
五
）

○
岡
田
契
昌
『
原
文
対
照　

和
訳
真
言
十
巻
章
・
広
付
法
伝
』
上
巻
（
一
九
二
九
年（

（（
（

） 

【
菩
】「
第
三
三
摩
地
菩
提
心
と
は
、
三
摩
地
（Sam

ādhi

）
と
は
梵
語
で
、
等
持
（
散
乱
心
を
統
制
す
る
こ
と
）
と
訳
す
、
本
書
に
、
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惟
真
言
法
の
中
に
の
み
即
身
成
仏
す
る
が
故
に
、
是
れ
三
摩
地
の
法
を
説
く
、
諸
教
の
中
に
於
て
闕
し
て
書
せ
ず
と
い
ふ
文
が
あ
る

が
、
三
摩
地
段
は
秘
密
に
亘
っ
て
密
教
の
甚
深
の
教
を
説
く
所
で
あ
る
か
ら
、
古
来
不
読
段
と
し
て
漫
り
に
説
か
な
い
。
要
は
真
言

行
者
が
三
密
の
妙
行
を
修
し
、
五
相
成
身
の
観
を
錬
る
こ
と
で
あ
る
」（
二
頁
）

◎
秘
蔵
宝
鑰

○
寺
島
光
法
『
秘
蔵
宝
鑰
講
義
』（
一
九
〇
〇
年（

（（
（

） 

【
宝
】「
此
ノ
三
摩
地
段
ニ
就
テ
古
來
ノ
相
傳
ニ
云
ク
、
菩
提
心
論
ノ
三
門
ノ
中
ニ
於
テ
行
願
勝
義
ノ
二
段
ハ
教
相
ニ
依
テ
之
ヲ
談
シ
、

三
摩
地
段
ハ
事
相
ニ
就
テ
之
ヲ
習
フ
ト
、
今
亦
之
ヲ
襲
フ
テ
釋
ヲ
省
く
」（
二
九
七
頁
）

○
『
昭
和
新
纂　

国
訳
大
蔵
経
』
宗
典
部
第
二
巻
（
一
九
二
九
年（

（（
（

） 

【
宝
】「【
又
龍
猛
菩
薩
云
云
】　

眞
言
宗
に
て
は
此
文
以
下
を
以
て
傳
授
を
要
す
る
も
の
と
し
て
普
通
の
席
に
於
て
は
講
義
せ
ざ
る
も
の

な
り
」（
一
二
五
頁
）

○
高
井
観
海
「
秘
蔵
宝
鑰
講
義
」（
一
九
三
四
年（

（（
（

） 

【
宝
】「
古
来
此
の
菩
提
心
論
三
摩
地
段
の
引
証
文
は
、
常
の
教
相
談
義
の
時
は
不
読
段
と
し
て
講
読
せ
ず
、
事
相
門
に
於
い
て
講
伝
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
勿
論
菩
提
心
論
に
於
て
も
行
願
・
勝
義
の
二
説
段
は
講
読
す
る
け
れ
ど
も
、
三
摩
地
段
は
講
ぜ
ぬ
こ
と
に

相
伝
さ
れ
て
い
る
。
今
先
徳
の
疏
釈
を
披
覧
す
る
に
、そ
の
釈
相
区
々
に
し
て
、三
摩
地
段
の
釈
下
一
定
せ
ず
。
一
義
に
よ
れ
ば
、「
此

の
一
段
（
三
摩
地
段
）
は
秘
密
内
証
の
義
門
に
し
て
顕
説
す
る
こ
と
難
し
。
故
に
講
説
を
省
く
」
と
述
べ
ら
れ
、又
「
略
解
」
に
は
、

「
相
承
の
伝
に
云
く
、
彼
の
論
の
三
門
中
に
於
て
、
行
願
勝
義
の
二
段
は
教
相
に
依
っ
て
こ
れ
を
説
き
、
三
摩
地
段
は
事
相
に
就
て
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之
を
習
ふ
と
。
所
以
に
今
此
一
段
科
註
を
開
く
の
み
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

蓋
し
此
の
三
摩
地
段
は
、
秘
密
荘
厳
心
の
内
景
を
直
観
し
、
直
言
陀
羅
尼
の
奥
殿
に
直
参
せ
し
む
る
白
道
を
闡
明
し
て
い
る
。
所

謂
自
証
聖
智
の
法
門
・
果
上
の
宗
教
を
開
説
せ
る
が
故
、
密
教
的
教
養
な
く
又
如
法
の
行
位
を
も
了
せ
ざ
る
初
学
者
に
対
し
て
、
そ

の
秘
義
を
開
説
す
る
こ
と
は
、
到
底
不
可
能
で
あ
る
と
共
に
又
そ
の
聖
教
を
冒
涜
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
此
の
点
に
関
し
て

大
師
は
本
書
の
終
り
に
至
り
て
親
し
く
御
勧
誡
な
さ
れ
、
真
言
密
教
の
実
義
は
「
帥そ

つ
じ爾
に
談
じ
難
し
、
若
し
実
の
如
く
説
か
ば
、
小0

機
は
疑
を
致
し
謗
を
生
じ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
定
ん
で
一
闡
提
無
間
の
人
と
な
ら
ん
」
と
述
べ
ら
れ
、
遂
に
「
面
に
あ
ら
ず
ん
ば
説
き
難
し
」
と
仰

せ
ら
れ
て
い
る
。
実
の
所
此
の
三
摩
地
段
は
主
と
し
て
真
言
密
教
の
実
修
観
行
（
五
相
成
身
観
・
三
密
観
・
月
輪
観
・
阿
字
観
）
を

説
く
が
故
に
、
講
説
の
み
に
依
っ
て
は
領
解
し
能
は
ざ
る
所
が
多
い
。
又
文
相
に
顕
は
れ
た
意
味
ば
か
り
で
な
く
、
実
修
の
上
に
於

て
種
々
の
口
訣
が
相
伝
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
事
相
門
の
伝
授
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
か
る
意
味
か
ら
し
て
此
の
講
義
で
は
、

文
々
句
々
に
深
義
を
顕
説
す
る
こ
と
を
憚
り
、
講
読
の
便
宜
上
唯
だ
分
科
を
分
ち
、
そ
の
大
意
を
略
述
し
て
、
秘
密
荘
厳
心
の
遠
景

を
望
見
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
」（
二
三
七
～
二
三
八
頁
、
要
義
の
項
）

○
小
田
慈
舟
『
十
巻
章
講
説
』
下
（
一
九
八
五
年（

（（
（

） 

【
宝
】「
第
四
証
文
の
菩
提
心
論
の
文
は
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
と
こ
ろ
の
三
摩
地
菩
提
心
を
明
か
し
て
い
る
文
の
全
文
で
あ
る
。
高

祖
は
二
教
論
に
こ
の
菩
提
心
論
を
密
蔵
肝
心
論
と
云
う
て
い
ら
れ
る
が
、
恐
ら
く
こ
こ
に
引
用
す
る
三
摩
地
段
の
文
が
真
言
密
教
の

深
義
を
説
く
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
中
に
は
阿
闍
梨
か
ら
指
授
を
得
ね
ば
な
ら
ぬ
事
相
上
の
深
義
を
説
く
故
に
、
高
野
山
で
は
古
来

教
相
不
読
段
と
し
て
、
普
通
の
講
義
に
は
こ
れ
を
説
か
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
全
然
こ
れ
を
省
略
し
て
は
高
祖
の
御
意

を
伝
え
得
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
の
内
容
の
一
部
だ
け
は
示
す
こ
と
に
す
る
。
こ
の
文
は
初
め
に
真
言
行
人
が
無
上
菩
提
を
証

す
る
に
は
法
爾
に
普
賢
大
菩
提
心
を
住
し
、
自
心
の
形
は
満
月
輪
の
如
し
と
観
ず
る
こ
と
を
説
き
、
次
に
金
剛
界
三
十
七
尊
を
説
き
、

阿
字
菩
提
心
の
義
を
讃
じ
、
阿
字
観
を
説
き
、
更
に
真
言
行
人
は
五
相
三
密
の
行
を
修
し
て
即
身
成
仏
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
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論
の
全
体
の
講
義
は
簡
単
な
が
ら
菩
提
心
論
の
講
義
で
の
べ
て
い
る
の
で
、今
は
重
複
を
さ
け
て
こ
れ
を
省
略
す
る
」（
一
一
二
四
頁
）

四　

不
読
段
に
関
す
る
近
現
代
の
記
述
か
ら
見
え
る
こ
と

　

近
現
代
の
学
匠
の
不
読
段
に
対
す
る
記
述
を
概
観
し
分
析
す
る
と
、
諸
学
匠
が
受
け
継
い
だ
伝
承
は
全
て
が
一
致
す
る
わ
け
で
な
く
、

ま
た
不
読
段
へ
の
対
応
も
様
々
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
下
、《
不
読
段
の
範
囲
の
相
違
》、《
不
読
段
の
伝
承
方
法
の
相
違
》、《
諸

学
匠
に
お
け
る
不
読
段
へ
の
対
応
》
と
い
う
三
点
か
ら
見
て
ゆ
き
た
い
。

《
不
読
段
の
範
囲
の
相
違
》

　
『
弁
顕
密
二
教
論
』『
即
身
成
仏
義
』
に
は
多
く
の
不
読
段
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
範
囲
は
学
匠
に
よ
っ
て
広
略
の
相
違
が
あ
り
、
表
に

よ
っ
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

著　

者

書　

籍

弁
①

弁
②

弁
③

弁
④

弁
⑤

―
―
―
―

『
昭
和
新
纂　

国
訳
大
蔵
経
』

○

高
井
觀
海

『
大
蔵
経
講
座
』
弁
顕
密
二
教
論
講
義

○

○

○

○

○

亀
井
宗
忠

『
国
訳
一
切
経
』
諸
宗
部
二
〇

○

○

○

○

○

小
田
慈
舟

『
十
巻
章
講
説
』

○

那
須
政
隆

『《
辯
顕
密
二
教
論
》
の
解
説
』

○

○

○

○

○

【
図
1
】『
弁
顕
密
二
教
論
』
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表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
高
井
觀
海
・
亀
井
宗
忠
・
那
須
政
隆
の
不
読
段
は
広
範
で
あ
り
、
吉
祥
真
雄
・
小
田
慈
舟
が
伝
え
る
不
読
段

は
限
定
的
で
あ
る
。
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
た
の
か
は
、
よ
り
先
学
の
著
作
に
遡
及
し
調
べ
る
他
な
い
が
、

古
義
・
新
義
等
、
流
派
の
相
違
に
も
と
づ
く
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

《
不
読
段
の
伝
承
方
法
の
相
違
》

　

真
言
密
教
で
は
、
伝
法
の
方
法
と
し
て
古
来
、
講
義
・
講
伝
・
伝
授
の
三
種
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
般
的
な
説
で
は
、
教
相
的
内
容
は
講

義
（
未
灌
頂
者
で
も
可
）
に
よ
り
、事
相
的
内
容
は
伝
授
（
已
灌
頂
者
が
対
象
）
に
よ
る
と
さ
れ
、事
教
二
相
に
わ
た
る
内
容
は
講
伝
（
已

灌
頂
者
が
対
象
）
に
よ
る
と
さ
れ
る
。

　

講
義
の
場
で
不
読
段
を
扱
う
こ
と
は
、諸
学
匠
と
も
に
否
定
的
で
あ
る
が
、講
伝
に
よ
る
の
か
、伝
授
に
よ
る
の
か
は
一
定
し
な
い
。『
昭

和
新
纂　

国
訳
大
蔵
経
』
お
よ
び
神
林
隆
浄
は
、
阿
闍
梨
か
ら
の
伝
授
に
よ
る
と
し
、
一
方
、
高
井
觀
海
・
吉
祥
真
雄
・
亀
井
宗
忠
は
、

講
伝
に
よ
る
と
述
べ
て
い
る
。
小
田
慈
舟
は
、「
講
授
」
と
述
べ
て
お
り
、
講
伝
・
伝
授
を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
た
背
景
は
不
明
で
あ
る
が
、
単
な
る
表
記
上
の
問
題
と
も
考
え
ら
れ
る
。
高
井
觀
海
等
の
記
述
を
勘
案
す
る

著　

者

書　

籍

弁
①

弁
②

弁
③

弁
④

高
井
觀
海

『
大
蔵
経
講
座
』
即
身
成
仏
義
講
義

○

○

○

○

吉
祥
真
雄

『
即
身
成
仏
義
講
説
』

○

小
田
慈
舟

『
十
巻
章
講
説
』

○

那
須
政
隆

『《
辯
顕
密
二
教
論
》
の
解
説
』

○

○

○

○

【
図
2
】『
即
身
成
仏
義
』
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な
ら
ば
、
不
読
段
の
伝
承
は
基
本
的
に
講
伝
で
行
わ
れ
、
五
相
成
身
観
や
阿
字
観
等
の
実
修
の
み
伝
授
が
要
請
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら

れ
る
。

《
諸
学
匠
に
お
け
る
不
読
段
へ
の
対
応
》

　

不
読
段
に
対
す
る
近
現
代
の
諸
学
匠
の
意
識
は
、「
古
来
の
慣
例
で
あ
る
か
ら
遵
守
す
る
」
と
い
う
の
で
一
致
す
る
が
、
そ
の
解
説
を

め
ぐ
っ
て
は
対
応
が
分
か
れ
て
い
る
。

　

不
読
段
の
解
説
に
つ
い
て
、
特
に
慎
重
な
の
は
、『
昭
和
新
纂　

国
訳
大
蔵
経
』
や
、
高
井
觀
海
・
亀
井
宗
忠
・
岡
田
契
昌
・
寺
島
光

法
等
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
高
井
觀
海
や
亀
井
宗
忠
は
、
実
際
に
密
教
の
事
相
を
履
修
し
な
け
れ
ば
、
記
述
の
真
意
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
高
井
觀
海
に
お
い
て
は
、
密
教
の
素
養
、
定
め
ら
れ
た
行
位
を
満
た
し
て
い
な
い
初
学
者

に
対
し
て
、
む
や
み
に
解
説
す
る
こ
と
は
聖
教
の
冒
涜
に
あ
た
る
と
し
、
あ
く
ま
で
も
面
受
に
よ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
慎
重
な
者
で
あ
っ
て
も
、
多
く
の
場
合
、
訓
読
や
現
代
語
訳
を
提
示
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
完
全
な
不
読
に
徹
し
た
と

も
言
い
切
れ
な
い
。

　

一
方
、
解
説
に
つ
い
て
比
較
的
、
寛
容
な
態
度
を
示
し
た
の
は
、
吉
祥
真
雄
・
那
須
政
隆
等
で
あ
る
。

　

吉
祥
真
雄
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
『
菩
提
心
論
講
義
』
を
著
し
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
慣
例
に
し
た
が
い
三
摩
地
段
の
解

説
を
省
略
し
た
。
こ
の
時
に
「
三
摩
地
段
の
講
義
は
後
日
改
め
て
執
筆
し
た
い
と
思
う
て
居
る
」
と
述
べ
、
実
際
に
大
正
一
五
年
（
一
九

二
六
）
刊
行
の
『
菩
提
心
論
講
話
』
で
、詳
細
な
三
摩
地
段
の
解
説
を
行
っ
た
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
刊
行
の
『
即
身
成
仏
義
講
説
』

で
も
、
不
読
段
と
断
わ
っ
た
上
で
、
そ
の
解
説
を
試
み
て
い
る
。
吉
祥
真
雄
は
、
不
読
段
の
解
説
に
踏
み
切
っ
た
理
由
と
し
て
、
当
時
す

で
に
多
く
の
聖
教
が
出
版
さ
れ
、
事
相
の
問
題
が
雑
誌
で
自
由
に
論
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　

那
須
政
隆
は
、
昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
刊
行
の
『《
即
身
成
仏
義
》
の
解
説
』
に
お
い
て
、「
こ
の
度
は
種
種
の
方
が
読
者
と
な
っ

て
い
ら
れ
る
し
、
ま
た
筆
者
の
私
自
身
と
し
て
も
、
出
来
る
だ
け
丁
寧
に
講
義
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
不
読
段
と
言
わ
れ
て
い
る
部
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分
も
、
一
往
解
説
す
る
こ
と
に
す
る
」
と
述
べ
、
き
わ
め
て
積
極
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）
刊

行
の
『《
辯
顕
密
二
教
論
》
の
解
説
』
で
は
一
転
し
て
慎
重
と
な
り
、
不
読
段
を
理
由
に
、
詳
細
な
解
説
を
控
え
、
そ
の
前
提
と
し
て
専

門
教
師
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
そ
の
翻
意
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
や
は
り
不
読
段
を
め
ぐ
っ
て
、
広
く
一
般
に
開

示
す
べ
き
か
ど
う
か
葛
藤
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
同
書
中
、
一
般
の
人
で
あ
っ
て
も
、
専
門
教
師
の
指
導
が
あ
る
な

ら
ば
、
秘
密
法
を
受
け
る
こ
と
を
容
認
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。

　

小
田
慈
舟
は
、
慎
重
な
態
度
を
示
し
な
が
ら
も
、
高
祖
弘
法
大
師
の
御
意
を
人
々
に
伝
え
た
い
と
い
う
信
念
か
ら
、
限
定
的
な
解
説
を

試
み
て
い
る
。
そ
し
て
、
不
読
段
を
註
釈
す
る
先
例
と
し
て
、
古
義
・
新
義
の
諸
流
派
に
わ
た
り
、
多
く
の
学
匠
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、『
弁
顕
密
二
教
論
』
に
つ
い
て
、
頼
我
（
一
三
〇
四
～
一
三
七
九
）、
等
空
（
一
八
〇
三
～
一
八
五
七
）、
戒
定
（
生
年
不

詳
～
一
八
〇
五
）
等
、
ま
た
『
即
身
成
仏
義
』
に
つ
い
て
、
頼
瑜
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）・
杲
宝
（
一
三
〇
三
～
一
三
六
二
）・
宥
快

（
一
三
四
五
～
一
四
一
六
）
等
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
今
後
、
不
読
段
の
由
来
や
歴
史
的
経
緯
を
調
べ
る
上
で
、
重
要
な
手
が

か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
註
釈
は
当
然
、
一
般
公
開
を
前
提
と
し
た
著
述
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
で
は
、
近
現
代
の
諸

学
匠
が
行
っ
た
解
説
と
は
、
本
質
的
に
一
線
を
画
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五　

小　

結

　

最
後
に
、
十
巻
章
の
不
読
段
に
つ
い
て
本
論
で
判
明
し
た
こ
と
、
あ
わ
せ
て
今
後
の
課
題
を
箇
条
で
示
し
て
お
き
た
い
。

○ 

十
巻
章
の
う
ち
、
灌
頂
や
観
行
等
の
事
相
に
関
わ
る
記
述
は
不
読
と
さ
れ
、
講
義
で
は
な
く
、
講
伝
あ
る
い
は
伝
授
に
よ
っ
て
伝
承
さ

れ
て
き
た
。
実
際
に
ど
の
よ
う
な
形
で
不
読
段
の
箇
所
が
講
伝
・
伝
授
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
近
現
代
で
も
継
続
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ

の
実
態
は
不
詳
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

○ 

不
読
段
は
『
弁
顕
密
二
教
論
』『
即
身
成
仏
義
』『
秘
蔵
宝
鑰
』『
発
菩
提
心
論
』
に
含
ま
れ
る
が
、
近
現
代
の
諸
学
匠
が
指
示
す
る
不
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読
段
の
範
囲
に
は
、
広
略
の
相
違
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
相
違
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
今
後
、
特
に
流
派
の
相
違
に
注

目
し
て
検
証
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

○ 
不
読
段
の
伝
統
は
、
近
現
代
に
お
い
て
徐
々
に
希
薄
と
な
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
多
く
の
聖
教
が
出
版
・
公
開
さ
れ
た

こ
と
、
ま
た
事
相
上
の
問
題
が
自
由
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
近
現
代
の
学
匠

は
葛
藤
し
な
が
ら
も
、
不
読
段
の
訓
読
や
現
代
語
訳
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
内
容
解
説
等
が
一
般
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

○ 

小
田
慈
舟
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
近
代
以
前
で
も
、
頼
我
・
等
空
・
戒
定
や
頼
瑜
・
杲
宝
・
宥
快
等
の
一
部
の
学
匠
は
、
不
読
段
の
註
釈

を
行
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
註
釈
類
の
検
証
は
、
今
後
、
不
読
段
の
由
来
や
歴
史
的
経
緯
を
調
べ
る
上
で
、
重
要
な
手
が
か
り
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
十
巻
章　

不
読
段　

弁
顕
密
二
教
論　

即
身
成
仏
義　

秘
蔵
宝
鑰　

発
菩
提
心
論

利
と
言
う
。
謂
く
、
一
に
は
後
日
聴
講
の
助
と
成
る
利
、
二
に
は
広

く
文
字
を
知
る
の
利
、
三
に
は
顕
密
二
教
の
種
々
の
名
目
を
知
る
利

な
り
。
是
の
如
く
の
利
有
る
が
故
に
学
ば
ざ
る
は
あ
る
べ
か
ら
ず
」

（
（
）
中
川
善
教
（
一
九
〇
七
～
一
九
九
〇
）『
十
巻
章:

漢
和
対
照
』（
高

野
山
出
版
社
、
昭
和
五
二
年:

一
九
七
七
年 

）
で
は
、
凡
例
に
お
い

て
十
巻
章
に
お
け
る
不
読
段
の
概
略
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
一
、『
即
身
義
』『
二
教
論
』
下
『
宝
鑰
』
下
『
菩
提
心
論
』
に
、
法

義
の
深
理
に
依
る
伝
授
の
箇
所
の
「
不
読
」
が
あ
る
。
素
読
伝
習
の

折
も
除
い
て
読
ま
ぬ
な
ら
わ
し
で
あ
り
、
こ
の
と
こ
ろ
に
は
一
切
手

註（
（
） 

十
巻
章
の
素
読
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
上
田
照
遍
（
一
八
二
八

～
一
九
〇
七
）『
照
遍
和
尚
全
集
』
第
一
輯
・
真
言
部
第
一
（
照
遍
和

尚
全
集
刊
行
会
、
昭
和
六
年:

一
九
三
一
年
）
に
収
め
ら
れ
た
「
真

言
宗
学
科
表
註
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
学
科
表
宗
部　
　

初
級

　
　

十
巻
章　
　

三
教
指
帰　
　

性
霊
集　
　

秘
符
論　
　

住
心
品

註
し
て
曰
く
、
初
級
は
、
列
す
る
所
の
書
を
素
読
す
る
を
学
術
と
す
。

自
宗
の
経
論
等
を
素
読
す
る
に
、
三
種
の
利
有
り
。
何
を
か
三
種
の
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以
下
、
本
論
中
の
引
用
文
は
、
主
に
〔
智
山
版
〕
を
底
本
と
し
た
が
、

便
宜
上
、〔
豊
山
版
〕〔
高
野
版
〕
の
頁
数
も
挙
げ
る
こ
と
と
し
た
。

（
5
）『
大
正
蔵
経
』
二
〇
巻
五
三
五
頁
ｂ
～
ｃ
段
（
大
正
蔵
№
一
一
二
五
）。

（
6
）〔
智
山
版
〕
二
一
～
二
二
頁
、〔
豊
山
版
〕
五
〇
丁
右
～
左
、〔
高
野
版
〕

一
〇
九
～
一
一
〇
頁
。【
即
③
】
で
も
引
用
さ
れ
る
（
註
（（
参
照
）。

（
7
）
Ａ
『
大
正
蔵
経
』
一
八
巻
二
五
三
頁
ｃ
段
～
二
五
四
頁
ａ
段
（
大
正

蔵
№
八
六
七
）。

Ｂ
『
大
正
蔵
経
』
一
八
巻
二
五
四
頁
ａ
段
（
大
正
蔵
№
八
六
七
）。

（
（
）〔
智
山
版
〕
二
二
頁
、〔
豊
山
版
〕
五
〇
丁
左
～
五
一
丁
右
、〔
高
野
版
〕

一
一
〇
頁
。『
瑜
祇
経
』
の
原
文
を
直
接
引
用
し
た
も
の
で
は
な
く
、

取
意
の
文
。
そ
の
原
文
は
【
弁
⑤
】
で
引
用
さ
れ
る
（
註
（7
参
照
）。

（
9
）〔
智
山
版
〕
二
二
頁
、〔
豊
山
版
〕
五
一
丁
右
、〔
高
野
版
〕
一
一
〇
～

一
一
一
頁
。

（
（0
）『
大
正
蔵
経
』
一
八
巻
二
八
八
頁
ａ
段
（
大
正
蔵
№
八
七
〇
）。

（
（（
）〔
智
山
版
〕
二
三
頁
、〔
豊
山
版
〕
五
一
丁
右
、〔
高
野
版
〕
一
一
一
頁
。

【
弁
④
】
で
も
引
用
さ
れ
る
（
註
（5
参
照
）。

（
（（
）
Ａ
『
大
正
蔵
経
』
一
八
巻
二
八
七
頁
ｃ
段
～
二
八
八
頁
ａ
段
（
大
正

蔵
№
八
七
〇
）。

Ｂ
『
大
正
蔵
経
』
一
八
巻
二
八
八
頁
ａ
段
（
大
正
蔵
№
八
七
〇
）。

（
（（
）〔
智
山
版
〕
二
三
頁
、〔
豊
山
版
〕
五
一
丁
左
、〔
高
野
版
〕
一
一
二
頁
。

（
（（
）〔
智
山
版
〕
で
は
、
同
箇
所
を
「
以
獻
毘
謂
金
盧
遮
那
」
と
す
る
が
、

他
版
を
参
照
に
「
以
獻
毘
盧
遮
那
」
と
改
め
た
。

（
（5
）〔
智
山
版
〕
二
四
～
二
五
頁
、〔
豊
山
版
〕
五
二
丁
右
～
左
、〔
高
野
版
〕

一
一
三
～
一
一
四
頁
。【
弁
③
】
で
も
「
自
受
用
佛
從
心
…
各
説
自
證

三
密
門
」
ま
で
が
引
用
さ
れ
る
（
註
（（
参
照
）。

入
れ
を
し
て
い
な
い
本
も
あ
る
が
、
今
は
総
て
点
を
さ
し
て
お
い
た
」

（
三
頁
）

「
一
、
十
巻
章
は
単
に
自
宗
教
学
の
基
礎
と
な
る
講
本
と
い
う
こ
と
に

と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
は
法
談
論
議
に
も
及
ぶ
伝
統
を
ふ
ま
え
た
法
儀

的
な
、
一
つ
の
型
と
し
て
の
要
素
を
含
ん
で
い
て
、
古
来
そ
の
点
に

も
意
を
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
読
ん
で
お
い
た
」

（
五
頁
）

（
（
）
例
え
ば
、
金
岡
秀
友
『
空
海　

即
身
成
仏
義
』（
太
陽
出
版
、
昭
和
六

〇
年:

一
九
八
五
年
）
は
、
東
洋
大
学
や
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
・
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
の
講
義
を
も
と
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

註
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

「（
八
）「
三
密
加
持
す
れ
ば
速
疾
に
顕
る
」
と
い
う
句
を
説
明
す
る
た

め
に
、
こ
の
段
よ
り
証
拠
と
な
る
経
文
を
四
つ
紹
介
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
古
来
、
秘
伝
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
一
般
の
公
開
講
読

は
差
し
控
え
ら
れ
、
不
読
段
と
さ
れ
て
き
た
部
分
で
あ
る
。
し
か
し

こ
こ
で
は
、「
即
身
成
仏
義
」
の
理
解
の
た
め
に
、
で
き
る
限
り
読
ん

で
ゆ
く
こ
と
に
す
る
」（
一
二
五
頁
）

（
（
）
十
巻
章
と
し
て
以
下
の
三
種
が
一
般
的
用
い
ら
れ
る
が
、
本
論
で
は

便
宜
上
、〔
智
山
版
〕〔
豊
山
版
〕〔
高
野
版
〕
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
。

〔
智
山
版
〕　
『
真
言
宗
十
巻
』（
大
正
大
学
真
言
学
智
山
研
究
室
編
、

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
、
昭
和
六
一
年:

一
九
八
六
年
）

〔
豊
山
版
〕　
『
真
言
宗
十
巻
章
』（
豊
山
長
谷
寺
蔵
版
、真
言
学
研
究
室
、

昭
和
五
五
年
、
一
九
八
〇
年
）

〔
高
野
版
〕　
『
十
巻
章
』
改
訂
版
（
高
野
山
大
学
出
版
部
、
昭
和
四
一

年:

一
九
六
六
年　

＊
旧
版
一
九
四
一
年
）
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（
（9
）
本
論
執
筆
に
あ
た
り
、
鼎
龍
暁
・
長
谷
宝
秀
・
栂
尾
祥
雲
・
上
田
照
遍
・

大
山
公
淳
等
の
著
作
も
検
討
し
た
が
、
特
に
不
読
段
へ
の
言
及
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
本
論
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。

（
（0
） 『
昭
和
新
纂　

国
訳
大
蔵
経
』
宗
典
部
・
第
二
巻
（
国
訳
大
蔵
経
編
輯

部
編
、
代
表:

三
井
晶
史
、
東
方
書
院
、
昭
和
四
年:

一
九
二
九
年
）。

な
お
同
書
に
は
『
即
身
成
仏
義
』
も
収
録
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
不

読
段
の
指
示
が
見
当
た
ら
な
い
。
な
お
本
論
の
引
用
で
は
読
み
や
す

さ
を
考
慮
し
て
、
原
文
の
旧
漢
字
を
、
可
能
な
か
ぎ
り
常
用
漢
字
に

変
換
し
て
表
記
し
た
。
以
下
の
引
用
も
同
様
で
あ
る
。

（
（（
）
高
井
觀
海
（
一
八
八
四
～
一
九
五
三
）「
弁
顕
密
二
教
論
講
義
」（『
大

蔵
経
講
座
』
第
一
五
巻
、
東
方
書
店
、
昭
和
九
年:

一
九
三
四
年
）、

四
九
〇
頁
。『
高
井
觀
海
著
作
集
』
第
二
巻
（
う
し
お
書
店
、
平
成
一

二
年:

二
〇
〇
〇
年
）
再
録
。
他
に
も
『
即
身
成
仏
義
・
弁
顕
密
二

教
論
講
義
』（
昭
和
二
年
、一
九
二
七
年
）、同
書
復
刻
版
（
名
著
出
版
、

昭
和
五
一
年:

一
九
七
六
年
）
が
あ
る
。

（
（（
）
亀
井
宗
忠
（
一
九
〇
四
～
一
九
六
七
～
没
年
不
詳
）『
国
訳
一
切
経
』

諸
宗
部
二
〇
（
大
東
出
版
、
昭
和
一
二
年:

一
九
三
七
年
）。
な
お
同

書
に
は
、『
即
身
成
仏
義
』『
秘
蔵
宝
鑰
』
が
収
録
さ
れ
、
那
須
政
隆

に
よ
る
国
訳
が
示
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
全
く
不
読
段
に
つ
い
て
言

及
さ
れ
て
い
な
い
。

（
（（
）
小
田
慈
舟
（
一
八
九
〇
～
一
九
七
八
）『
十
巻
章
講
説
』
下
巻
（
高
野

山
出
版
社
、
昭
和
六
〇
年:

一
九
八
五
年
）。

（
（（
）
那
須
政
隆
（
一
八
九
四
～
一
九
八
七
）『《
辯
顕
密
二
教
論
》
の
解
説
』

（
成
田
山
新
勝
寺
、
昭
和
六
二
年:

一
九
八
七
年
）。

（
（5
）
高
井
觀
海
「
即
身
成
仏
義
講
義
」（『
大
蔵
経
講
座
』
第
一
五
巻
）。
註

（
（6
） 『
大
正
蔵
経
』
一
八
巻
二
五
三
頁
ｃ
段
～
二
五
四
頁
ａ
段
（
大
正
蔵
№

八
六
七
）。

（
（7
）〔
智
山
版
〕
二
五
～
二
六
頁
、〔
豊
山
版
〕
五
三
丁
右
～
五
四
丁
右
、〔
高

野
版
〕
一
一
四
～
一
一
七
頁
。
実
際
の
本
文
で
は
、
弘
法
大
師
の
註

釈
が
割
註
の
形
で
多
く
挿
入
さ
れ
る
が
、
不
読
に
当
た
ら
な
い
の
で
、

こ
こ
で
は
割
註
を
除
い
た
。

（
（（
） 『
大
正
蔵
経
』
一
九
巻
三
二
二
頁
ｃ
段
（
大
正
蔵
№
九
五
七
）。

（
（9
）〔
智
山
版
〕
三
八
頁
、〔
豊
山
版
〕
六
丁
左
、〔
高
野
版
〕
二
五
頁
。

（
（0
） 『
大
正
蔵
経
』
一
九
巻
六
〇
二
頁
ａ
段
（
大
正
蔵
№
一
〇
〇
〇
）。

（
（（
）〔
智
山
版
〕
三
八
～
三
九
頁
、〔
豊
山
版
〕
六
丁
左
～
七
丁
右
、〔
高
野

版
〕
二
五
～
二
六
頁
。

（
（（
）『
大
正
蔵
経
』
二
〇
巻
五
三
五
頁
ｂ
～
ｃ
段
（
大
正
蔵
№
一
一
二
五
）。

（
（（
）〔
智
山
版
〕
三
九
～
四
〇
頁
、〔
豊
山
版
〕
七
丁
右
～
左
、〔
高
野
版
〕

二
六
～
二
七
頁
。
弁
①
で
も
、「
若
依
毘
盧
遮
那
佛
…
超
越
二
乘
十
地
」

ま
で
が
引
用
さ
れ
る
（
註
６
参
照
）。

（
（（
）『
大
正
蔵
経
』
二
〇
巻
五
三
九
頁
ａ
段
（
大
正
蔵
№
一
一
二
五
）。

（
（5
）〔
智
山
版
〕
四
〇
頁
、〔
豊
山
版
〕
八
丁
右
、〔
高
野
版
〕
二
七
頁
。

（
（6
）〔
智
山
版
〕
一
四
四
～
一
四
八
頁
、〔
豊
山
版
〕
一
一
〇
丁
左
～
一
一

四
丁
左
、〔
高
野
版
〕
二
一
二
～
二
一
九
頁
。
本
論
で
は
紙
数
の
都
合

上
、
本
文
を
省
略
し
た
。

（
（7
）『
大
正
蔵
経
』
三
二
巻
五
七
三
頁
ｃ
段
～
五
七
四
頁
ｃ
段
（
大
正
蔵
№

一
六
五
五
）

（
（（
） 〔
智
山
版
〕
一
二
二
～
一
二
七
頁
、〔
豊
山
版
〕
九
四
丁
右
～
九
七
丁
左
、

〔
高
野
版
〕
一
九
四
～
二
〇
一
頁
。『
発
菩
提
心
論
』
か
ら
の
引
用
で

あ
り
、
本
論
で
は
紙
数
の
都
合
上
、
省
略
し
た
。
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（（
参
照
。

（
（6
）
吉
祥
真
雄
（
一
八
八
三
～
一
九
四
三
～
没
年
不
詳
）『
即
身
成
仏
義
講

説
』（
山
城
屋
・
藤
井
文
政
堂
、
昭
和
九
年:

一
九
三
四
）。
同
書
復

刻
版
（
山
城
屋
・
藤
井
文
政
堂
、
昭
和
五
二
年:

一
九
七
七
年
）。

（
（7
）
小
田
慈
舟
『
十
巻
章
講
説
』
上
巻
（
高
野
山
出
版
社
、
昭
和
五
九
年:

一
九
八
四
年
）。

（
（（
）
那
須
政
隆
『《
即
身
成
仏
義
》
の
解
説
』（
成
田
山
新
勝
寺
、
昭
和
五

五
年:

一
九
八
〇
年
）。

（
（9
）
吉
祥
真
雄
『
菩
提
心
論
講
義
』（
山
城
屋
・
藤
井
文
政
堂
、
大
正
九
年

:

一
九
二
〇
年
）。

（
（0
）
神
林
隆
浄
（
一
八
七
六
～
一
九
六
三
）『
菩
提
心
論
講
義
』（
加
持
世

界
社
、
大
正
二
年:

一
九
一
三
年
）

（
（（
）『
昭
和
新
纂　

国
訳
大
蔵
経
』
宗
典
部
・
第
二
巻
。
註
（0
参
照
。

（
（（
）
岡
田
契
昌
（
生
年
不
詳
～
一
九
二
〇
～
一
九
四
一
～
没
年
不
詳
）『
原

文
対
照　

和
訳
真
言
十
巻
章
・
広
付
法
伝
』
上
下
巻
（
宗
典
発
行
所
、

昭
和
四
年
八
月:

一
九
二
九
年
）。

（
（（
）
寺
島
光
法
（
生
年
不
詳
～
一
八
九
八
～
一
九
〇
五
～
没
年
不
詳
）『
秘

蔵
宝
鑰
講
義
』（
哲
学
館
仏
教
専
修
科
仏
教
講
義
、
哲
学
館
、
明
治
三

三
年:

一
九
〇
〇
年
）。

（
（（
）『
昭
和
新
纂　

国
訳
大
蔵
経
』
宗
典
部
・
第
二
巻
。
註
（0
参
照
。

（
（5
）
高
井
観
海
「
秘
蔵
宝
鑰
講
義
」（『
大
蔵
経
講
座
』
第
二
四
巻
、
東
方

書
店
、
昭
和
九
年:

一
九
三
四
年
）。『
高
井
觀
海
著
作
集
』
第
二
巻

再
録
。 

（
（6
）
小
田
慈
舟
『
十
巻
章
講
説
』
下
巻
。
註
（7
参
照
。


